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はしがき

本成果報告書は，平成 14年度'"'-'16年度科学研究費補助金(基盤研究(A)(2)) rモバイル環

境におけるコンテンツのマルチモーダル検索・呈示と放送コンテンツ生成J(代表者:京都

大学問中克己，課題番号:14208036)の研究成果をとりまとめたものである.本研究は，

次世代携帯電話や PDA端末のようなモパイル端末上でコンテンツの検索や呈示を行うため

の新しいソフトウエア技術の研究を行い，これに基づき，高度なモパイル・コンテンツア

クセス・サービスを実現するための方式開発を目的とするものであり、主に以下の 5つの

項目に関して研究を行ったo

- コンテンツの自律的提示方式の研究

オフィスや屋外において使用する種々の機器の操作説明書を XMLを用いて状態遷移図

表現し，モパイル端末から無線 LANで対象物の状態情報を取得し，これに基づきサー

ノ〈ーから操作説明書の該当部分のみを検索し，これを3次元CGアニメーションと合成

音声で呈示する試作システムを開発し，国際会議・学術雑誌などにその成果を公表し

た。また， Web検索エンジンからの出力結果を連続的にわかりやすく表示するために，

該当ページの文脈を視覚効果を用いてそパイル端末上で自律的に呈示する方式を開発

した。また、移動体のビデオ動画像の検索を行うために、移動体の移動軌跡をスケッ

チで入力する方式について研究を行った。

・クロスメディア・メタサーチエンジンの研究
携帯型端末機器によって情報検索を行う際に、単純なキーワード入カにより、多様な

メディアのコンテンツを網羅的・横断的に自動検索を行うために、検索テキスト中心

のWeb検索エンジンと， Web上に含まれる画像を検索する画像検索エンジンなどを複数

同時に使用することで，質問キーワードに関連する記述や画像を縞羅的に収集する，

クロスメディア裂メタサーチエンジンを開発し評価実験を行った.このシステムの特

徴は，利用者が与えた質問を各々の検索エンジンに適した形の部分質慣に分解する機

構であり，この点が従来のメタサーチエンジンと異なる.評価実験の結果、適合率の

低下を 20%前後にとどめながら再現率を3倍程度向上させることができることが確か

められている。また、入力されたキーワード質問を、キーワードの出現場所(タイト

ノレ部分や本文など)に依存する形の質問に自動変形する手法についても提案した。

・対話からの話題構造の発見とこれに基づくモパイル検索
携帯電話などにおける複数の利用者間でのチャットやメーノレによる対話情報を分析し，

ここから，対話の話題構造を抽出し， Web検索によって隠連情報を自動的に検索するシ

ステム，および、適合フィードパックを適応的に行えるような機構を開発した。また、

官eb文書に対する複数のユーザ聞の対話情報としてBlogに者自し、このBlog情報を解

析することにより曹eb検索におけるトラスト値を算出する方式についても提案を行つ



た。また、関覧中のWebページに対して、これに関連する Blog情報を受動的に取得で

きるようにするためにBlog情報に内在する感情情報を抽出しこれを可聴化するシステ

ムを開発した。

・モパイル放送のためのコンテンツの動的複合化方式
コンテンツの動的な複合化を行うために，時空間的に変化するコンテンツ障の関連に

基づいて複合化するためのスクリプト言語MetaSM孔を開発した。この言語は、従来の

ストリーム型のコンテンツ統合言語である SMILに比較して、動的にコンテンツ検索を

行える質問機能や、複合化されるコンテンツに関する種々の意味制約を表現する機能

を有しているのが大きな特徴となっている。さらに、異メディアのコンテンツ群をリ

アルタイムに検索して統合を行うための質問言語について、 XQueryをベースにした言

語デザインを行った。

また、イメージベース・ハイパーメディア・モデノレに関する研究として、官eb文書も画

像として扱うことで、デジカメ画像や携帯電話画像と既存の Webページを自動的に関

連づけて表示する方式を研究した。具体的には、デジカメ酪像や Web文書中に含まれ

ている写真画像などと、文字情報中心のWeb文書をシームレスに統合するために、 Web

文書自体を画像として取り扱い、写真画像と専eb文書の間をシームレスに行き来でき

るシステムを開発した。

• Webコンテンツの自律的な検索・表示機構に関する研究

実空間に配置された複数の表示デバイス上に表示された Webコンテンツ群が、自律的

かつ互いに連携をとりながら自身を表示するとともに、ユーザの身体的操作に応じて

自動検索できるようにする方式について研究を行った。
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コンテンツの自律的提示方式の研究
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